
 

№２５ 二王子岳 春季登山講習会 

１９７６年（昭和５０年）４月２２日～２４日 

 

＊新発田高校が幹事校となり、幕営

地の設営を行った。幕営地は、 

１１００ｍ付近の尾根上。講習会前

日に幕営地に入り、目隠しのある女

子トイレを設置した。 

翌日は幕営地付近から大バリ沢に

一旦下り、沢沿いに頂上へ直登した。 

面白いバリエーションルートであ

った。 

 

 

 

二王子岳 新人歓迎登山 

１９７６年(昭和５０年)４月？ 

 

 

 



№２６ 国上山～弥彦山～角田山 国体県予選 

１９７６年（昭和５０年）５月４日、５日 

同行 坂上 髙橋 

 

№２７ 五頭山～金鉢山～折居 新人歓迎登山  

１９７６年（昭和５０年）５月２４日、２５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦走路から金鉢山への廃道を分ける。道はわりあい鮮明であり、五頭小富士を過ぎると、

道は一層鮮明になる。写真右；五頭小富士 命名；昭和 51卒藤田さん 

 

 

写真左；中々山尾根(仮称)を見る。谷は深く急で尾根も険しい。ここには、地図上に６０

０ｍ地点まで破線が付いている。写真右；金鉢山山頂からの下りは道が鮮明に付いている。

折居川に近づくと道が不明瞭となる。折居川に下りるとすぐに河原状になり、わずかにト

イ状になった 2，3カ所を除けば河原の単調な沢である。唯一の変化と言えば、この２０ｍ

のナメであろう。ここを過ぎれば、再び河原の道を左岸にたどり、やがて砂防ダムにぶつ

かって林道が始まる。 

 

 

 



№２８ 大荒川本谷～権四郎沢～松平山  

１９７６年（昭和５０年）６月１５日 

同行 島津 西小倉沢隊；坂上、遠藤、髙橋 

 

 

 

写真左；三階滝を過ぎて沢に入るとすぐにセビアとなり、そこにかかるＦ１ １ｍの 

滝。両岸とも膝上の水で楽に越せる。ここを過ぎると例の深い釜をもったＦ２で左岸水際

にホールドあり。 

写真右；奥止めの滝Ｆ３ ５ｍ。手前で広手沢が出会っている。左岸より直登。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真左；西小倉沢出合にある西小倉沢Ｆ１芳兵衛の滝 ８ｍ。左岸より直登。写っている

坂上、遠藤とここで別れ、互いの健闘と無事を祈る。 

写真右；Ｆ４ ２段６ｍ。落ち口がゴルジュで直登できず、また、左岸に巻き道。この滝

を越えると長倉沢が出合う。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真左；Ｆ５ ２段５ｍ。左岸高巻き 

写真右；Ｆ６ ６ｍ。両岸急に狭まり立派な滝。この滝の前に１ｍほどの小滝を乗り越え、

左岸の岩壁から巻く。ホールド多数あり。ルート中最も巻くのに時間がかかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

        

写真左；ヤゲン１段目の滝Ｆ７ ５ｍ。大きな釜を持っている。ヤゲンの大滝は１本約１

５ｍの滝で深い切れ込んだ岩壁をもており、人を容易に近づけない滝である。この姿を見

るだけでも右岸の尾根の出っ張りからしばらく登らなくてはならない。写真の線は前に調

査隊のとったルートである。落ち口は大変磨かれたナメである。 

写真右；Ｆ８ １５ｍ。Ｆ９ １７ｍ。ヤゲンの大滝３段３５ｍ。左岸高巻き。道あり。 

＊実際はヤゲンではなく、「越後野誌」にある「入り３階滝」と思われる。 



 

 

写真左；Ｆ１０ ４ｍ。深いゴルジュ。左岸高巻き。  

写真右；Ｆ１１ ８ｍ。岩の城。両岸オーバーハング。下は、大きく深い釜。全く取り付

くすべがない。右岸高巻き。 

 

写真上左；スグノ沢出合 

 

写真上右；大日沢出合から見た本流の様子。本格的なＶ

字谷を示し、入ってすぐにＦ１２ ２ｍがかかってい

る。取り付けずに一旦大日沢の大石を乗り越えて中間

尾根に出て、左岸を高巻く。  

＊このＶ字谷が小ヤゲンである。 

 

写真左；高巻きから懸垂下降で本流に降り立つ。岩の城

のような本流の中を通ってすぐにＦ１３ ２ｍに出る。 

両手、両足を突っ張って越える。 

 

 

 

 

 



 

写真左；Ｖ字谷を出ると本流は右に屈曲して本

流核心部の入り口。ここから先約５０ｍの飛瀑

で、奥にＦ１４ １０ｍがかかっている。右の小

沢を詰めて尾根に取り付いたが本流に降りれず

権四郎沢まで藪漕ぎ。核心部にＦ１５、Ｆ１６、

Ｆ１７各１０ｍ。 ＊ここが大ヤゲンである。 

写真上右；核心部を避けての藪漕ぎを経て降り立った権四郎沢。 

 

写真左；権四郎沢に入ってすぐに現れた沢登最後の大

きな滝。左岸から小沢が入りそこを少しつめてから高

巻いた。 

写真右；滝を越えるとすぐに現れた雪渓。この先沢は

２分され右。また２分され両沢とも４ｍ位の滝。右を

行く。この滝を越えると藪漕ぎなしで松平山頂直下に出た。 

 

№２９ 二王子岳  

１９７６年（昭和５０年）７月 

 



№３０ 湯の平  

１９７６年（昭和５０年）８月１０日 単独 

 

№３１ 飯豊連峰 夏山合宿 

１９７６年（昭和５０年）８月２３日～２６日 

    東赤谷→湯の平→センタク平→本山・大日岳往復→梶川尾根 

 

                            

 

写真上；センタク平 

写真左；オーイン尾根 

 

 

 

写真上；天狗の庭 

写真右；御西～大日の稜線 

 

 

 

 

 



№３２ 七滝沢  

１９７６年（昭和５０年）９月１４日、１５日  同行 古川 

写真左；巻き道からの七滝 

写真上右；七連の滝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真左；七連の滝２段目  写真右；遡行２日目中流部締めの大滝 

＊幕営地とした七連の滝上部の暖流帯にロックフィルダム調査の飯場があった。高校生が

上がってきたとびっくりされた。 



№３３ 北ノ沢 

１９７６年（昭和５０年）１０月 

 

№３４ 焼峰山  

１９７６年（昭和５０年）１０月 

 

№３５ 五頭スキー 

１９７６年（昭和５０年）１２月１２日 

五頭高原スキー場新設オープン前週 無料でリフトに乗せてもらう 

 

冬山合宿 五頭山 

１９７６年（昭和５０年）１２月２５日、２６日 

烏帽子岩にて幕営 

 

№３６ 俎倉スキー 

１９７７年（昭和５１年）１月 

 

№３７ 米倉～金鉢山～松平山～五頭山 

１９７７年（昭和５１年）３月１０日、１１日 

同行 古川 

 

１４日快晴をもって夜が明けた。駅に着くと新発田終着の列車が着いたときで、古川が赤

谷線に乗るのが見えた。二人で金鉢まで

の長い稜線を見ながら、とりつきはどう

するなどと話している間に米倉に着いた。

ところどころ雪が残る林道を３０分ばか

り行くと荷が重く足が思うように運ばぬ。 

どうにか終点まで来て正面平板な尾根の

残雪を頼りに稜線に出る。 

＊写真左；稜線上から拾ってきた残雪。ピ

ークは荒城山。 



この稜線こそ山旅のスタートにふさわしい劇的な場所であった。東に二王子が天をつくば

かりに鋭いピラミッドを立てて、奥には大日まで見え、さらに赤津、蒜場と飯豊前衛の名

山が見えたのである。米倉付近から見る二王子岳は新発田からみる肩を張り裾野を広げた

「たおやかな峰」と違い、底辺のしっかりとした鋭いピラミッドである。そのピラミッド

の上には一つのレンズ雲。前面にはうっすらと霞のかかった越後平野。それらを横切る加

治川は、まだ昇りたての朝日に水面を輝かせて流れる。実に詩的情緒のあふれる場所であ

った。 

 このつかの間の安心はたちまち猛ヤブと重荷にかき消され、苦しみの連続の北部稜線と

なった。金鉢山はいっこうに近くならず、起伏の多い数々の稜線の峰々を前衛に置き鎮座

している。それでも真木山に着く頃から道らしきものが現れ、また残雪量も多くなり、ホ 

＊写真左；正面台形状頂が穴マクリ、真木

山。花の木平からの撮影と思われる。 

 

ッとするが… この辺から頭をもたげる不安は、金鉢山北面の巨大な亀裂であった。新発

田から見て、また読図でも、確かに急ではあるが登れることはあるまい、五頭小富士の突

起越えにつぐ難関とみていた。だが、その概念は破れた。ただ前進あるのみ。 

 その前に難関が生じた。巨大なガレ場である。そこは、尾根の西面が沢の源頭部のガレ

場によりそぎ落とされ、一種のキレット状になったところである。キレットの最低部まで

はなんとか降りられそうであるが、

その上はヤセ尾根である。その尾根

の上部は今にも落ちそうな雪堤があ

り、吊り尾根は雪庇が発達し、正面の

白々とした二つの沢による雪壁は３

５度から４０度の傾斜で、しかも北

面で堅雪が予想される。とにかく、ヤ

セ尾根に雪堤が始まる中間部まで行

き、そこから急斜面の沢に降りるこ

ととする。ヤセ尾根は予想に違わず

危険なもので西面のガレ場は尾根上

まできれいにそげ落ち、はるか１００ｍほど下まで落ちている。途中には大石がごろごろ

していた。中間部より急斜面をトラバースする。上部に行くにつれて堅雪となり、キック



ステップも容易でなく、アイゼンがほしいところだ。 

 

＊写真左；我々がＰ２と読んだコマタ(荒川山)。大ガレ場も見える。 

＊写真右；コマタへの斜面のトラバース。現在は上の尾根に登山道がある。 

 

とにかくこのＰ２直下の難場を乗り切るとあとはもう金鉢が目前である。景色は飛躍的に

よくなった。Ｐ２頂上では、新人歓迎登

山と同様の景色。さらに金鉢の異様は

我々を遠ざけるように立ちはだかる。こ

こから稜線は平坦になり、赤谷側に１．

５～２ｍ位の雪庇が現れるようになった。

気軽な稜線散歩を楽しんでいる内に、２

年時の折居道発見時に名付けたダラダラ

峰に着く。予想していたようにそこは広

い雪原であった。その雪原の水平面に金

鉢山の垂直な壁がすくっと立ち、対称的

な風景を醸し出している。ここから見る

金鉢山は、「白い巨峰」である。頂上直下の雪壁には、巨大な亀裂が見える。北斜面直登は

無理である。そこで折居川源頭の沢を登路に選ぶ。金鉢山最後の登攀にふさわしい幕切れ

であった。雪は固く締まりキックステップも容易ではないが、ただ白のみの雪面に日が差

し込みキラキラ輝く。さらに沢内の光景が神秘さを増す。 

 苦しい源頭の急登を階段登高で登り終えると、そこはまろやかな白い金鉢山の山頂であ

った。強風吹きすさぶ冬を過ごしてきた寒々とした木々が、折からの春の陽に輝いて見え、

西の尾根は一片のくぼみもなくただ下界に白々と尾を引いているように見える。南の五頭

稜線は累々とした雪庇を従えながら重厚にその稜線を広々とした肩をもつ松平山に伸ばし

ている。東の方は、内ノ倉ダムを中央に、左に二王子、右に赤津、焼峰、蒜場の前衛を従

える飯豊連峰が巨大な山塊のうねりを見せる。 

 金鉢山に２０分ほどいてこれから我等がしなくてはならないことは、小富士への挑戦で

ある。この計画を立てる前から最大の難関と思われた。実際に間近で見る小富士は、予想

以上に悪かった。まず越後平野側は稜線上からぐっさり雪がそげ落ちており、６０度くら

いの急傾斜、赤谷側は雪崩の巣でありピーク直下から亀裂が入り非常に不安定で、頂上下



は１～２ｍ位の雪の壁となっている。小富士の直下までに行って、そばによるとブッシュ

が意外に出ており、なんとか行けそうなので、古川が先に５０ｃｍ幅の不安定な雪を伝っ

ていった。踏み抜いたら滑落しそうな場所だが、以外にしっかりしていてキックステップ

をしても大丈夫だ。以外に楽だなんとか越せそうだと考えながら登っているが、下を見る

と足が震え、しっかりとブッシュを握り、ピッケルを深く突き刺し進む。そして、いよい

よ最後のワンステップのところに来た。上を見ると、古川が最後のワンステップに必死に

なっている。ピッケルを上部に突き刺してステップを刻んでいる。やがてもう一歩という

ところでピッケルを抜こうとしているが抜けない。あの不安定な体制で、もし急に抜けた

ら… 考えるだけでぞっとする。しかし、彼は最後の難関を突破しピークの上に立ったの

だ。胸をなで下ろすが、次は自分の番だ。ピッケルを上部に刺し、ピッケルを頼りに体を

持ち上げる。これの繰り返しだ。あともう少しだ。ここで焦った。ここから前へ進めない

のだ。上にいる古川の顔も心なしか青ざめている。ここで落ち着かなければならない。ピ

ッケルでホールドを二つ削り、これを手がかりにして這い上がった。ついに突破した。あ

とは５ステップ急な斜面を登るとそこは頂上であった。ふと我に返ると古川は大変な心配

であったという。落ちたらどうしようなどと考えていたそうだ。その点は自分もおんなじ

だ。このとき、本当にパートナーとはいいものだと思った。 

 小富士の南面は、北面に比べてなだらかな斜面であった。この斜面を一気に下り、ここ

を本日のビバーク地とする。場所は全くよいところで、雪庇の直下にもかかわらず雪壁に

なっておらず、その上、斜面がそのまま奈落の底へという場所でもなく、下部に棚がある

場所だ。暮れなずむ越後平野から雪庇の下に身を躍らせ、さっそく雪洞を掘る。掘り始め

てから１時間ほどで完成。その頃はすでに飯豊はその姿を闇に没し始めている。稜線は越

後平野からの吹き上げ風が音を立て、ザックにしたたっていた水滴は凍っていた。そそく

さと雪洞に入り、幸福の証とも言うラジュウスの音を聞き、自然に山に同化していく２人

の姿を見ていた。丸い雪洞の窓から、赤谷の灯か、下界の暖かさを象徴するように点々と

輝いている。 

 翌朝５時起床。また新しい日が始まる。雪洞から顔を出すと昨日と変わらぬ飯豊連峰が

白くたたずみ、その上には彗星（＊ウエスト彗星）がかすかな白い尾を引いて、飯豊連峰

を越えようとしている。その彗星が消える頃には、赤い太陽の陽が空を情熱の色に染め上

げた。スープのない餅入りラーメンを腹にかき込み、雪洞から這い出る。一夜を明かした

雪洞に別れを告げ、松平山に向かう。ここから五頭までは勝手知ったる雪の稜線。晴れて

いれば天国だ。９００ｍを越えると赤谷側の雪庇はさらに規模を増し、３ｍ位張り出して

いる。松平の白い山頂を踏む。これで、我々の初期の目標は達せられた五頭山で下山し、

阿賀野川までの完全縦走はできなかったが、この稜線の記録は、吾が部では今まで見当た

らない。芝田の山を登るものにとって、金鉢山から下りるのこぎりのような尾根は、誰し

も興味を覚えるのではないか。 

＊どうしたか分からないが、クライマックスの写真が残っていない。フイルム忘れであっ

たろうか？残念でならない。 

 

 

 



春山合宿 二王子岳 

１９７８年（昭和５１年）３月２５日～２８日 

 

 

№３８ 釜が沢 

１９７７年（昭和５１年）５月 

 

№３９ 五頭山～松平山 

１９７８年（昭和５２年）２月２８日、２９日 

同行 古川 

 

№４０ 五頭山スキー 

１９７８年（昭和５２年）３月１５日 単独 

 

 

 

 


